
　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
土
庄
町
・
岡
田
好

平
町
長
、
協
議
会
代
表
世
話
人
・
柳
生

好
彦
氏
、
そ
し
て
今
回
の
協
議
会
発
足
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー

プ
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
郷
右
近
氏
か

ら
こ
の
趣
旨
と
経
緯
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

本
会
の
目
玉
と
し
て
「
内
閣
府
・
構
造

改
革
特
区
担
当
室
、
地
域
再
生
事
業
推
進

室
、
企
画
官
・
木
村
俊
昭
氏
」
が
来
島
し

基
調
講
演
を
行
っ
た
。
熱
の
こ
も
っ
た
講

演
に
も
、
時
に
は
場
内
に
笑
い
声
が
あ
ふ

れ
た
。
具
体
的
な
地
域
を
活
性
化
す
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
授
し
て
は
、
そ
れ
に

反
応
し
て
う
な
づ
く
人
々
。木
村
氏
は「
地

域
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
国
力

を
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
、
自
ら
の

考
え
を
述
べ
た
。

合
わ
せ
、
新
た
な
観
光
拠
点
を
整
備
、
新

産
業
の
創
出
を
推
進
し
、
中
期
的
な
計
画

を
も
っ
て
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
。
あ
わ

せ
て
地
域
の
環
境
力
、
教
育
力
、
福
祉
力
、

文
化
力
増
進
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
社

会
貢
献
活
動
を
目
的
と
す
る
協
議
会
を
設

立
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　

1
月
21
日
、
小
豆
島
土
庄
役
場
に
て
「
と
の
し
ょ
う
・
前
島
活
性
化
協
議
会
」
の
発
足
を
記
念
す
る
基
調
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
。
「
と
の
し
ょ
う
・
前
島
活
性
化
協
議
会
」
は
、
オ
リ
ー
ブ
植
栽
100
年
を
迎
え
る
本
年
度
に
、

小
豆
島
が
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
発
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
に
は
土
庄
町
だ
け
で
は
な
く
、
小
豆
島

の
将
来
を
考
え
る
地
元
有
志
の
方
々
が
自
主
的
に
参
加
し
た
。
そ
の
参
加
者
総
数
は
30
名
を
超
え
た
。

　

平
成
20
年
度
は
、
小
豆
島
の
象
徴
で
も

あ
る
オ
リ
ー
ブ
植
栽
100
周
年
と
も
な
る
。

し
か
し
、
近
年
観
光
人
口
も
衰
え
を
見
せ

る
こ
と
や
、
島
内
か
ら
の
人
口
流
出
、
雇

用
機
会
の
低
下
も
お
き
て
い
る
。 

そ
こ

で
、
こ
の
機
会
に
新
た
な
地
域
活
性
化
運

動
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
た
。 

　

小
豆
島
に
は
「
24
の
瞳
」「
寒
霞
渓
」

に
代
表
さ
れ
る
観
光
基
盤
が
あ
る
が
、
と

の
し
ょ
う
・
前
島
地
区
は
そ
れ
ら
の
ル
ー

ト
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
島
す

る
観
光
客
に
対
し
て
充
分
な
P
R
が
足

り
て
い
な
い
。
し
か
し
、
エ
ン
ジ
ェ
ル

ロ
ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
、

自
然
と
の
営
み
、
農
村
歌
舞
伎
な
ど
の
文

化
資
産
や
、
環
境
産
業
に
関
わ
る
資
源
の

豊
富
さ
な
ど
は
、
将
来
の
経
済
発
展
の
可

能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
我
々
は
、
地
方
経
済
の
活
性

化
と
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
形
成
の
た

め
、
行
政
、
企
業
な
ど
既
存
の
組
織
的
制

約
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
地
域
資
源
を
再
編

成
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
研
究
し
つ
つ
、

「
と
の
し
ょ
う
・
前
島
地
区
」
に
視
点
を

「
と
の
し
ょ
う
・
前
島
活
性
化
協
議
会
」設
立
趣
旨

雨上がりの土庄港に
降り立ったのは、
6月の夜だった。

新岡山港からの最終便。
ひとけのない港町では、
右も左もわからない。
予約を入れていた宿に
電話をいれ、
港まで迎えに来ていただいた。
お迎えの後を、
つれと二人で宿まで
ついていく・・・

アジア～アフリカを
フィールドワークしてきた
私にとっても、
国内で、
大阪より西の町を歩くのは
初めてのことである。
気持の高鳴り・・・
いつの間にか
眠りについていた・・・

翌朝。
食べきれないほど
盛りだくさんのおもてなし。
昨晩といい、今朝といい、
おばちゃんの暖ったかい心が
伝わる。

土庄町役場を訪ね、ご挨拶。
職員のご案内で、廃校になった
「旧戸形小学校」に向かう。

クルマから見る高松の遠景。
瀬戸内の穏やかな波が煌めく。

・・・どんな施設にするのか。

体で感じる、五感で感じること。
私はこの感覚を支えに
活きてきた・・・

戸形小の校庭に立つ。
陽光、波音、足裏の芝、浜風、
鳥のさえずりが五感を刺激する。

今まで体験してきた
インド洋に浮かぶアフリカの島、
アジアの島々。
島特有の時間がここにもある。

しかし、どことも違い、
どこにもない特別なもの。

美しい。　　　
素晴しいところ・・・

ここで一番貴重なものは時間
であると確信した。
そして、テーマとするべき
“ことば”が降りてきた・・・
島特有の自然、歴史、
島の仲間たち。
これらを繋ぐ。
未来に守り伝えていく。

「つなごう自然、歴史、仲間」

富田  勝彦  [とみた かつひこ ]
造形美術作家。アフリカ～アジアをフィールドワーク
しながら創作活動を続けている。「アート・ビオトー
プ小豆島」開設にあたり、ディレクターを務めている。

アート・ビオトープ小豆島ディレクターの

“ひとりごと”

とのしょう・前島
活 性 化 協 議 会
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さ
ら
に
は
「
小
豆
島
を
初
め
て
訪
れ
た

が
、
と
て
も
豊
か
な
島
で
あ
る
。」
と
の

印
象
を
語
り
「
元
々
も
っ
て
い
る
豊
か
な

資
源
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た
経
済
発
展

の
あ
り
方
が
必
ず
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。」

と
の
見
解
も
述
べ
た
。そ
の
た
め
に
は「
活

性
化
を
進
め
る
人
材
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
れ
は
地
元
の
人
々
が
中
心
に
な
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
時 

に
は
外
来

す
る
人
に
よ
っ
て
地
元
の
人
々
が
触
発
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
成
功
事

例
を
数
多
く
見
て
き
て
お
り
、
今
回
の
活

性
化
協
議
会
に
は
大
き
く
期
待
を
す
る
。」

と
締
め
く
く
り
、
万
雷
の
拍
手
で
約
１
時

間
半
の
講
演
が
終
わ
っ
た
。

　

講
演
終
了
後
、
木
村
氏
、
岡
田
町
長
、

柳
生
氏
、
郷
右
近
氏
等
が
、
会
談
を
行
っ

た
。
木
村
氏
は
「
日
本
の
将
来
を
考
え
る

に
は
〝
地
域
の
活
性
化
〞
を
推
進
す
る
以

外
に
日
本
の
未
来
は
開
け
な
い
。
そ
の

た
め
に
全
国
各
地
を
廻
っ
て
い
る
の
だ

が
、
こ
の
小
豆
島
は
と
て
も
魅
力
的
な
地

域
で
あ
る
と
、
来
島
し
て
感
じ
ま
し
た
。」

と
あ
ら
た
め
て
感
想
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
構
想
は
10
年
の
歳
月
を
も
っ
て
推
進

し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活
性
化
の

第
１
弾
を
本
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
様
、

計
画
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
、
全 

員
同
じ
目
標
に
向
か
っ
た
会
談
が
熱
を
持

ち
な
が
ら
も
和
や
か
に
終
了
し
た
。

こ
の
会
談
を
終
え
、
小
豆
島
は
観
光
の
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
栄
え
て
き
た
島
で
あ
る

が
、
将
来
に
向
か
っ
て
新
た
な
魅
力
を
創

造
し
、
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
来
島
者
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
幼

稚
園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
な
ど
の
子
供

を
も
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
若
い
カ
ッ
プ
ル 

、

若
い
女
性
の
友
達
連
れ
な
ど
の
訪
問
客
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
島
に
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、
前
島
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が

必
須
で
あ
り
「
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
小

豆
島
」
は
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
島
に
住
む
み
な
さ
ん
が
、

楽
し
く
集
え
る
場
所
と
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。・
・
・
と
の
想
い
を
固
め
た
。

オ
リ
ー
ブ
植
栽
100
年
を
迎
え
る
年
に
、

”と
の
し
ょ
う
・
前
島

活
性
化
協
議
会
“が
発
足

内閣府・木村俊昭氏
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の
絵
画
・
彫
刻
の
括
り
か
ら
は
飛
び
だ
す

よ
う
な
新
種
の
も
の
が
、
実
際
増
え
た
。

　

人
を
集
め
て
郷
土
自
慢
料
理
を
振
舞
っ

た
り
、
自
ら
焼
い
た
楽
茶
碗
で
茶
会
の

真
似
事
を
し
た
り
と
、
ア
ー
ト
は
作
品
そ

の
も
の
で
な
く
、
モ
ノ
を
巡
る
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
場
の
祝
祭
的
な

空
気
や
、
そ
の
ま
た
向
こ
う
の
、
季
節
時

刻
で
、
豊
か
に
さ
ま
ざ
ま
表
情
を
変
え
る

自
然
環
境
を
、
生
身
の
五
感
で
感
じ
る
訓

練
に
ま
で
、
開
か
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
二
十
一
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
拾
い
出
せ
と
言
わ
れ
れ
ば
、
私
な
ら

三
つ
、「
新
し
き
観
光
＝
巡
礼
」、「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
」、
そ
し
て
、

著
名
な
哲
学
者
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
い
う
「
五

感
を
く
す
ぐ
る
触
覚
的
体
験
」
と
い
う
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

じ
つ
は
こ
の
三
つ
、
意
外
に
も
と
い
う

か
、
当
然
な
が
ら
と
い
う
か
、
古
来
か
ら

風
光
明
媚
な
自
然
と
、
豊
穣
な
山
海
の
味

覚
で
鳴
ら
し
た
瀬
戸
内
圏
内
に
、
新
た
な

ア
ー
ト
の
か
た
ち
を
と
っ
て
、
集
結
し
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

香
川
県
が
、
今
日
、
何
よ
り
世
界
の
文

化
人
を
魅
き
つ
け
て
止
ま
な
い
の
は
、
や

は
り
弘
法
大
師
の
す
ご
さ
、
四
国
八
十
八

箇
所
の
霊
場
の
あ
り
が
た
さ
が
甦
っ
た
の

だ
と
も
感
じ
る
ほ
ど
。
ひ
と
つ
一
つ
は
、

い
ず
れ
も
、
端
正
に
誠
実
に
人
間
が
手
間

隙
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
も
の
だ
が
、

決
し
て
現
代
日
本
で
は
、
大
規
模
な
施
設

と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
が
ま
た
、
瀬
戸
内

香
川
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

観
光
と
は
元
来
、
そ
の
土
地
の
霊
に
交

わ
っ
て
人
智
を
超
え
る
何
か
に
あ
や
か
っ

て
日
常
に
帰
る
こ
と
。

そ
し
て
在
り
来
た
り
だ

と
思
っ
て
い
た
日
常
こ

そ
に
再
び
驚
き
を
見
出

し
、
新
た
に
日
日
を
活

性
化
す
る
ご
利
益
、
そ

の
巡
礼
の
奇
跡
を
意
味

し
た
。
そ
れ
は
今
日
、

名
所
旧
跡
め
ぐ
り
に
と

ど
ま
ら
な
い
、「
自
分

だ
け
の
小
さ
な
霊
地
」

を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
点
、
瀬
戸
内
の
小
さ
な
直
島
に
、

島
に
棲
む
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
を
見

出
し
て
、
安
藤
忠
雄
さ
ん
に
よ
る
パ
ッ
キ

リ
と
シ
ャ
ー
プ
な
、
素
敵
な
ホ
テ
ル
と
美

術
館
を
建
て
た
、「
ベ
ネ
ッ
セ
直
島
文
化

村
」（
図
❶
）は
、島
の
町
な
か
の
家
で
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
仕
事
を
さ
せ
た
秀
逸
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
群
と
と
も
に
、
大
き
な
世
界
性

を
獲
得
し
た
好
例
。

　

そ
ん
な
、
環
境
や
風
土
こ
そ
が
、
人
間

が
真
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
な
自
分
を
発
見

す
る
た
め
の
も
っ
と
も
大
事
な
触
媒
だ
と

い
う
の
を
知
っ
て
い
た
の
が
、
ご
存
知
、

日
米
混
血
の
大
彫
刻
家
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ（1904―
1988

）で
あ
る
。
高
松
に
フ
ェ

リ
ー
で
渡
っ
て
郊
外
は
牟
礼
町
、
屋
島

と
霊
場
五
剣
山
の
山
懐
の
石
工
の
村
、
涼

や
か
な
風
の
年
中
吹
く
こ
の
地
に
、
先
駆

者
ノ
グ
チ
が
ア
ト
リ
エ
を
築
い
た
の
は
、

六
〇
年
代
の
こ
と
だ
っ
た
。
今
日
そ
の
ア

ト
リ
エ
は
、
二
十
世
紀
芸
術
の
聖
地
と
し

て
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。（
図
❷
）

　

高
松
は
、
名
物
知
事
金
子
さ
ん
が
普
請

知
事
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
戦
後
す
ぐ

の
五
〇
年
代
か
ら
、
丹
下
健
三
の
傑
作
、

香
川
県
庁
舎
や
体
育
館
を
は
じ
め
、
大
江

宏
の
文
化
会
館
な
ど
、
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど

も
必
見
の
、
名
作
建
築
王
国
で
も
あ
る
。

か
な
り
の
も
の
が
、
良
い
状
態
で
保
た
れ

て
い
る
の
が
、
メ
ガ
ロ
都
市
東
京
と
ち
が

う
と
こ
ろ
だ
。（
図
❸
）

　

四
国
独
特
の
、
ぼ
っ
た
り
も
っ
こ
り
し

た
異
風
の
山
を
見
な
が
ら
、
お
と
な
り
の

城
下
町
、
丸
亀
へ
行
く
と
駅
前
に
は
、
地

元
出
身
で
、
戦
後
の
前
衛
芸
術
を
牽
引
し

た
、猪
熊
源
一
郎
画
伯
の
記
念
美
術
館（
図

❹
）
が
あ
る
。
モ
ダ
ン
で
、
ど
こ
か
日

本
的
な
表
情
の
す
っ
き
り
し
た
建
築
、
設

計
は
数
年
前
、
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
世
界

的
殿
堂
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の

改
装
を
担
当
し
た
、
谷
口
吉
生
さ
ん
。
三

越
の
バ
ラ
の
包
装
紙
や
、
上
野
駅
の
コ
ン

コ
ー
ス
壁
画
で
知
ら
れ
る
画
伯
の
、
ハ
イ

カ
ラ
な
気
風
も
瀬
戸
内
の
風
土
か
ら
来
て

い
る
の
を
知
る
の
は
、
嬉
し
い
こ
と
だ
。

　

谷
口
さ
ん
は
、
四
国
大
橋
の
始
ま
り
、

坂
出
の
突
端
に
、
デ
ッ
キ
の
よ
う
に
小
さ

い
が
、
こ
の
う
え
な
く
美
し
い
、
海
に
対

峙
し
た
美
術
館
を
東
山
魁
夷
画
伯
の
た
め

に
三
年
前
に
設
計
し
て
、
こ
れ
ま
た
、
地

元
で
大
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。（
図
❺
）

　

小
さ
い
霊
地
。
自
分
な
り
の
、
自
分
だ

け
の
風
土
の
発
見
。
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
こ

小
豆
島
の
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
に
集
う

人
た
ち
の
、
祈
念
と
期
待
で
あ
る
こ
と
も

ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

（
こ
の
項
、
続
く
）

小
さ
な
美
の
巡
礼
の
奇
跡

環
瀬
戸
内

ア
ー
ト
圏
へ
の
誘
い

　

現
代
の
ア
ー
ト
・
コ
ン
シ
ャ
ス
な
若
者

た
ち
の
、
興
味
が
ど
こ
へ
向
い
て
い
る
の

か
。
こ
れ
は
、
美
大
の
教
師
だ
か
ら
、
否

応
な
く
目
の
当
た
り
に
す
る
。

　

経
済
的
に
停
滞
し
た
と
は
言
え
、
九
〇

年
代
以
降
の
ア
ー
ト
の
世
界
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
大
衆
化
、
何
よ
り
ジ
ャ
ン
ル
・

オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
領
域
横
断
の
波
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
閉
鎖
的
な
特
権
享
受
的
エ

リ
ー
ト
的
な
あ
り
方
か
ら
は
変
貌
著
し
い

も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
見
え
方
も
、
従
来

﹇
変
貌
す
る
ア
ー
ト
を
引
っ
張
る

瀬
戸
内
の
風
土
﹈

﹇
ア
ー
ト
＝
魂
が
、

風
土
を
発
見
す
る
小
さ
な
奇
跡
﹈

新
見 

隆 [

に
い
み
り
ゅ
う]

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学
科
教
授
、
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
庭
園
美
術
館
学
芸
顧
問
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
冊
、

ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
、
顧
問
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
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‶自然の恵み"
オリーヴのスキンケア
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ベネッセハウス・ミュージアム
地中美術館
家プロジェクト

イサム・ノグチ庭園美術館
香川県庁舎
香川県文化会館
高松市美術館

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

香川県立東山魁夷せとうち美術館

①
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

●
地
産
の
お
惣
菜（
現
場
調
理
歓
迎
）

●
海
鮮（
干
物
、加
工
品
）

●
食
品（
加
工
品
）

●
青
果

●
生
花

●
植
栽

②
ス
タ
ッ
フ
募
集

●
ア
ー
ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
、

　

A
I
R
な
ど
の
施
設
運
営
。企
画
。

　

学
芸
員
資
格
者
歓
迎
。

●
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
。

　

経
験
者
歓
迎
。

①
問
い
合
わ
せ
先
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②
ア
ー
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・
ビ
オ
ト
ー
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小
豆
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準
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 菜の花  ̶アブラナという作物̶

　田ノ浦半島の先近く、低い山の背が落ちて開けた場所に「二十四
の瞳」映画村（壺井栄文学館を併設）があります。小説の背景を再現
したロケ時のオープンセットの傍らに、一枚のナノハナ畑が設けら
れています。春になると、映画村のナノハナは年輩の観光客の感慨
と郷愁を誘っているようです。又、ナノハナはどこまでも明るく、潮
風を受けて写真を撮っている若いカップルを包み込んでいます。
ところで、ナノハナといえばアブラナの花の事ですが、
江戸時代の蕪村の句

　菜の花や　月は東に　日は西に
のナノハナは古くからのアブラナで蕪菜や白菜と同じ植物でした。
唱歌「朧月夜」の時代になるとナノハナは明治が導入した油量の多
い西洋アブラナ（別種で異質４倍体）に代わりました。その洋種も
搾油原料（菜種）の輸入化に伴って、昭和の中頃、畑から姿を消しま
した。“一面のナノハナ”は広大なカナダに行ってしまいました。
　一方、花の美しい古いアブラナは別系統の葉菜（縮緬白菜？）から
蕾を食べるナバナや花を見るハナナが改良されて、健在です。映画
村のナノハナは此のハナナで、西洋アブラナのイメージの代役を務
めています。土手の芥子菜の仲間も又、ナノハナと言いますネ。何時
の世にも人々とともに身近なナノハナがありました。ナノハナの定
義はおおらかです。

八代田 素樹  [やしろだもとき ]
昭和13年生まれ、小豆島・渕崎在住。


